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は じ b に

ただいまたいへん過分なご紹介をいただきまして、始まる前から大分冷や汗を

かきましたが、今から今 Flは「心理学から見た人間の表とうらJと 言 うことでお

話しをさせていただくことになりました。

この題については、今 回のこの行事がある前から色々な方に聞かれまして、

1表ャ|が漢字で 「うら」が仮名になっているのは何か意味があるのかとか、或い

は 「表とうら」というんだからよっぽど複雑怪奇なことを話すんじゃないかとか、

色々なことをお尋ねいただいたんですけれども、その 「心理学から見た人間の表

とうら」というテーマを説明する過程で色々お話 しをしていこうと思っておりま

す命

l . 表 と う ら

1.カ ラ梅雨の表とうら

最初に 「表とうら」と言 うことなんですが、これはどういうことかと言います

と、今年は梅雨に入りましてから一回も雨が降らない。こういうのをカラ梅雨と

言うんだと思いますけれども、全然雨が降りません。これは私だけでなく、皆さ

んの中にも喜んでおられるなが多いかと思うんですが、これを考えてみますと、

皮面、雨が降らないというのは水が足らなくなるということでありまして、水が

足らなくなるといろんな両で、農業にしましても我々の生活にしましても、色々

な不都合が生 じるわけですぃ或いはことわざに 「降れば士砂降りJと ありますよ

うに、いつ大雨とか台風に襲われることもないとも限りません。ですから今年の

ようなカラ梅雨、梅雨になったのに雨が降らないということは、いい面もありま

すが、翻 って言いますと悪い面もあるわけですね。つまりこれが 「表とうら」と

いう意味でありまして、言い換えると物事には二面性があると言いますか、両面

性があると言いますか、そういう意味で考えていただければいいんじゃないかと

思います。

2 .コ ロンブス5 0 0 周 年の表とうら

こういう例は我々の生活を見てみますと枚挙に暇がないわけで、例えば他にも
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例を挙げさせていただきますと、今年は 1992年 で、ちょうどコロンブスがア

メリカ大陸を発見 した年が 1492年 ということで、コロンプスのアメリカ大陸

発見500周 年というとらえ方をヨーロッパ、ァメリカ辺りではされているよう

です。それで様々な記念行事とか或いは祝賓行事
一というのもあるのかどうか知

りませんが一もあるようです。ところがこれはヨーロッパ人から見てアメリカ大

陸発見ということでありまして、元からアメリカには先住民の方が住んでおられ

たわけで、その方々にとってみますと発見と言うのは非常に妙なことでありまし

て、 1元 々我々はそこに住んでいた |との従ってこの500周 年というのは、ヨ

ーロッパ人から見れば新大陸発見500周 年ということになるんだと思うんです

が、先住民の方から見ますとこれは逆にヨーロッパ人による侵略と搾取の500

周年だというようなとらえかたもできるんではないかと思います。ですからこれ

も 「表とうら」ということで、物事の二面
'性といいますか、両面性というような

ことで理解することもできるかも知れません。

こういうことは他にも色々例があるかと思います。そういう場合の二面性 ・両

面
'性という、これを 「表とうら |と いう具合に一応考えてみることにします。

1 1 . 人間 の 表 と う ら

1.本 音と建前

では、これを少 し人間の方に引き付けて考えを進めてみることにしたいと思い

ますが、人間の場合 「表とうら|と いうことで考えますと、こういうことがよく

あると思いますね。本音と建前ということで、例えば顔ではにこやかに笑ってい

ますけれども心の底では相手のことを嫌っておったりとかいうような、本音と建

前ということもあるんじゃないかと思います。我々が生活していく上で色々な本

音と建前が 一般的にあると思いますが、心理学的に見ると、こういう 「表とうらJ

というような形の現象というのは比較的たくさん見られるわけなんです。

2.反 動形成

例えば 「反動形成Jと いうようなことがあるわけですね。これはどういうこと

かと言いますと、我々が行動する際に自分の内面的に思っているものと逆の傾向

を外に出すことがあるということです。例えばある人に対 して憎 しみを感 じてい
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るという場合、非常にその人に対して憎 しみを感 じているという時に、かえって

その人の前に出ると非常に馬鹿丁寧に対応 したりとか、或いは非常に親切な応対

をするというようなこともあるわけですね。これが 「反動形成Jと いうことで、

つまり内面の自分のその人に対する増 しみというものを自分なりにごまかすと言

いますか、合理化するために、そういうかえって逆のような態度を示すというこ

ともあるんじゃないかと思います。

また別のケースとしましては、子供が親に対 して示す態度においても 「反動形

成 Jと いうことが見られるんじゃないかと思います。例えば親に対 しては非常に

頼りたいという或いは理解 して欲 しいという気持ちがありながら、それが逆に親

に対 してはつっぱった態度に出るとか、或いは親に対 して攻撃的な態度に出ると

か、そういうようなことが 「反動形成Jと いうことで、一般的に心理学では知ら

れている現象なわけです。

つまりこれは本音と建前ということと同じようなことでありまして、人間の心

理と言 う場合に表面に出るものと内面的なもの、表面的なものと内面的なものの

画面があると、こういう場合 1表とうらJと いうようにして言 うことができると

思います。同じような例は皆さん日常で経験されて、 「そういえばこういうの十が

あるなJ、 i自 分でも経験 したこととしてはこんなことがあるなJと いうような

ことも思いつかれるかも知れません。そういう 「反動形成」というものも 「表と

うら|と いうことで考えることができるかと思います。人間の外に出たものと内

面的なものということですねr、

3.葛 藤

或いは心理学的に言いますと、 「葛藤」という現象があるわけなんですが、英

語で言うとconflict、これも同じようにして理解することができるかと思います。

どういうことかと言いますと、例えばことわざで言いますと 「お、ぐは食いたし命

は惜ししJ。 お、ぐというのは私も食べたことがありますが非常においしいものな

んですねのところがこれは下手をするとお、ぐの毒に当たって死んでしまうことも

あると、そういうことでお、ぐを食べたいという傾向と命を惜 しむという傾向、こ

れが葛藤する、対立するということだと思いますが、そういうような現象もあり

ますぃ

もう少し人間の心理に即 して挙げてみますと、例えばこういうことがあると思
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うんですね。先程ちょっと挙げましたが、思春期の子供の場合でも、一方ではだ

んだん自分についていろんな自我意識が目覚めてきて、自分についゼ考えるよう

になってきて、自分とは一体どういう人間なんだろうかということを考えるよう

になる。自我意識の目覚めというわけですね。そういう時期にあっては、
一
方で

は、自分のことについては親とか或いは先生などによって知られたり詮索される

ことは拒否 したい、或いは 十そういうことは嫌だ」というようにはねつける面が

あります。が、一方では、自分では解決することができないようないろんな問題

がある時に、 「本当は相談にのってや)らいたいJと か、或いは 「理解 してほしい |

とか、 「わかってほしいJと か、そういうような傾向も同時に持っているという

ことがあるわけですね。そういう時に我々はともしますと、 「もう自分のことは

ほっといてくれ」、 「もうかまわないでほしい」、 「自分のことは自分でやるか

ら_Jというようなその子供の一f方の而だけを見てしまって、その他方の面、その

裏佃1に隠されているところの 「本当は自分のことを理解 してほしいJと か、 「自

分のこともわかってほしい |、 「自分のこともなんとかしてほしい」というよう

な面を見過ごしがちであるということはあると思います。そういう、
一方では 「ほ

っておいてほしい、知られたくない |という面と他方では 「なんとかしてほしい |

という両方があるわけですね。

或いは別の例としましては、人と付き合う場合、やっぱり人間はいろんな面を

持っていますから、デト常に深 く付き合っていくようになりますと、何かその人の

いい面も出てくるんですが、同時に悪い面も見えてくるわけですね。つまり嫌な

面。ですから深 く付き合っていくとその人に対 して廉だなぁと感 じる面もある。

しかし一方ではいい面もあるということですね。対人関係においても、場合によ

ってはある人と非常に親密になるということがあるかと思 うと、その人とまた仲

たがいしてしまうというような、両面的な態度を持ちているということが
一
般的

にはよくあるんじゃないでしょうか。これは葛藤という例なんですが、そういう

ものもあると思います。

ですからまとめて言いますと、 「表とうら」ということで言えば、これは
一般

的には最初にお話 ししたようにカラ梅雨だとかコロンプスのアメリカ大陸発見 5

00周 年ということで、そういうものは一面ではいい面もあるが両面性がある。

これを人間の場合に当てはめて考えますと、 「反動形成」とか或いは 「葛藤」と

いうことで、人間の持ってる傾向には両面性があるというような形で理解するこ
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とができるんじゃないかと思います。

で、これまでは一般的にかなりよく知 られたものじゃないかと思います。つま

り、世の中のものには全ていい面と悪い面があるんだと、それは当然なことであ

りますね“ぅ或いは人間の持っているもの、本音と建前だとか或いは表面に出た行

動と内面的な感情が違うとか、或いはある対象に対 して分かって欲 しいけれども

ほっておいて欲 しい、いい面もあるけれども悪い面もある。そういうような両面

的なものは
一般的にはよく矢Hられているものではないかと思います。

1 1 1 . 心理 学 か ら 見 た 表 と う ら

さて、ここまでが前置きで、ここで私が 「心理学から見た表とうらJと いうテ

ーマでお話 ししたいのは、それとは少 し違ったものです。ですから前置きが大変

長くなりましたんですが、 十心卑学から見た表とうら」というのは少 しそういう

ものとは異なった面を指 しております。どういう面かということを少しずつお話

しをしていこうかなと思います。

1.正 しい視覚と錯視に見る表とうら

例えばこういうことが考えられると思います。お手元にプリントが配 られてい

ると思いますが、次の図をちょっと東」ていただきたいんです (図1参照)。 この

図は 「ポンゾ錯視_|として知ら |(図 1

れている錯視の一種です。この

図を見ていだいた時に、まあ

「錯視Jで すから錯視が起こっ

ているんですが、どういう錯視

が起こっているのかと中します

と、ご覧いただいたらわかるよ

うに両端にハの字形の線分が書

かれています。そして中央に二

本の横の線が並んでいるわけですね。この横の線を比べてみます。すると明らか

に_Lの線の方が長 く見えるわけなんですね。下の線の方が短 く見える。これは本

当はものさしでも当てていただいた')わかるんですが、実際には二本の線という

ヵ
″
″
″
″
″
″
″
一
　
　
　
　
一

／
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のは同じ長さなんですが、上の線の方が長く見えると、こういうことなんです。

よくこの錯視というのは 1見る人の注意が足らないからなんだ」と、つまり 「よ

く注意して見れば間違って見るはずがないのにもかかわらず、注意力が足 らない

ために錯視が起こるんである 1とか、或いは 「見方が正 しくないんだ」と、 「も

う少しよく見たらそんなことはないんだJと いうようなことを考える場合もある

と思うんです。錯視の錯というのは錯舌Lの錯ということにも通 じるように非常に

おかしな見方ということなんですね。ところがこれは実際には、ここからが 「心

理学から見た表とうらJと いうことになるんですけれども、我々人間の持ってい

る精神機能の当然の結果だと言っていいわけなんです。ここではその精神機能と

いうのはいわゆる視覚ですね。ものを見るという視覚という機能における当然の

結果だと言っていいわけです。

どういうことかちょっとわかりにくいと思うのでもう少 しご説明させていただ

きますと、ちょっとこの図から離れますが、例えば我々がものを見る場合どうい

う形で見ているかと言いますと、これは目を通 して見ているわけなんですね。そ

の目を通 して見ている場合に、日から得 られる情報というのは非常に陵昧な情報

なんです。つまり例えば遠近感にしましても、実際には目に入ってくる情報とい

うのは全て一種のカメラのフィルムにあたるようなところに映し出されておるわ

けですから、その目に映し出されておる外界の世界の情報を見ただけでは、はた

して奥行きがどうなっておるのか、或いはどちらが近 くのものでどちらが遠 くの

ものなのか、そういう遠近感というのは曖昧なわけなんですね。もちろん重なっ

たりしてますと手前の方が電なってますから、隠されている方が後ろであるとか、

その程度のことはわかるわけですけれども、実際には目に入ってくる情報という

のは非常に暖味なものです。遠近感だけではありません。例えばものの大きさで

すね。ものの大きさを判断するという場合でも近 くの場合、遠 くの場合、これは

写真に写す場合と同じですから、近 くのものというのはどうしても目には大きく

映っております。遠 くのものは日には小さく映っているわけですね。

では我々は一体どうやって実物の大きさを知ることができるんだろうか、こう

いうことを考えた時に、日に入ってくる情報というのは夢鮮者に頼 りないわけです。

そのものが存在する距離によりまして、ある距離にある時には目に小さく、ある

距離にある時には目には大きく映っておりますから、日に映っている大きさを頼

りにしただけではそのものの本当の対象の大きさというのは知ることができない
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わけです。ですから我々の目に入ってくる情報というのは非常に唆味なものだと

いうことがおわかりいただけると思 うんですね。

くどいようですが、もう一つだけ例を挙げますと、ここに紙がありますけれど

も、この紙にしましてもこれは長方形なんですが、無心に見ていただきますと、

正面の方は長方形に見える。よろしいですね。ところがこちら右側の方、或いは

こちら左側の方、これを無心に見ていただきますと、実際には長方形には日に映

ってないわけなんですね。つまり我々がものの絵を描 く時でもおわかりだと思う

んですが、同じ長方形のものが花面Fから見ますとこういう具合に目に映りますけ

れども、横から見ますと、ちょっとオーバーに描きますと自分に近い方の辺は大

きく、遠い辺は小さく見える (図 2参 照)。 ですから長方形の紙にしましても、

実際には目に入ってくる情報

というのはこういう台形です

かね、そういう形で入ってき

ておりまして、これ″だけでは

本当の形を知ることはできな

いわけです。

ですから我々がものを見る

という場合、日に入ってくる

情報だけを頼りにしていたのでは外界の世界を正確に知ることはできないわけで

す。つまり日に入ってくる情報というのはそれだけ暖昧なわけなんですね。では

その目に入ってくる陵昧な情報を一体どういう形で暖昧さをなくしているんだろ

うか、ということがひとつの興味深い問題になってくるわけです。一体どうやっ

て目に入ってくる陵昧な情報から実際のものの正確な形とか大きさとか距離とか

を知ることができるだろうかということなんです。

それは非常に興味深いことでありまして、ここであまり詳 しくお話 ししてます

と時間がそれだけで過ぎて Lンまうんですが、一つだけ申し上げますと、このポン

ゾ錯視に即 して申しますと、こういうことが言えます。つまりものの大きさを我

々がどうやって知るかといった場合には、日に映っている像の大きさだけでは実

物の大きさを知ることはできませた,。従いまして我々がどうやっているかと言い

ますと、その対象が自分からどれくらいの距離にあるだろうかということを別の

事から知る。これは何で知るかという、これはまた別の問題なんですが、一応知

(区12 )
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るということができるとお考えください。え
―、私を信 じてですね、それは知る

ことができると、こう信 じていただかないといけないですね。信 じる者は救われ

るということで信 じていただくと理解が進みやすいわけです。で、何 らかの形で

我々はその対象がどのくらいの距離にあるかということを知ることができるとし

ますと、この絵にもどっていただきたいんですが、このまわりにあるハ形。この

形は我々の描きますところの遠近法的な描き方になっているわけです。遠近図法

というような、つまり同じ幅の道路と考えていただいても結構です。線路でも、

下水でも、何でも結構ですぃお好きなように見ていただいたらよろしいんですが、

その同じ幅のものを描いたときでもこう描きますと下側が手前、上が向こう側と、

これは同じ幅のものだと、こういう具合に見るわけなんですね。つまりそこで
一

種の距離を知 っているわけですけれども、仮にそういう形でこちらが手前でこち

らが遠 くだと距離を知ることができましたら、この下水或いは道路或いは線路何

でもよろしいんですけれども、これが仮に同じ幅のものがそういう形で存在 して

いるとしますと、上側の様の棒と下側の横の棒では明らかに同じ大きさのもので

はないという類推が働 くわけですよね。つまりこれが同じ大きさのものであった

場合には当然こういうように距離に合わせて向こう側のものが短 くなって初めて

同じ大きさだということになりますから (図 3参 照)、 こういう形で描かれます

と上側の棒というのはより大き |(図 3)

く見える。つまり我々は同じ大

きさのものが目に映っている時

にはそれが遠 くにあるものだと

思ったら、実際にはそれはかな

り大きいものだと判断して 1フま

う傾向があるわけですね。そし

てそれが近 くにあるものだと思

うと相対的にはより短い或いは

小さいものだと判断してしまう傾向がある。つまり日に映っているものの大きさ

というものは見ただけではそのものの大きさがはっきりわからない、曖昧な情報

でありますが、それに対 してそのものがどこの距離にあるかによって、我々はそ

れを一種の推測、推論、類推をしまして実際にはどれくらいの大きさのものであ

るかを知ることができるというわけです。つまりこの横の棒の場合でしたら上側
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の方が下復Jよりも遠くにあるように見えますから、当然目には同じ大きさに映っ

ておりますけれども、そのものが存在する位置と言いますか、距離を考えますと、

実際には上側の棒の方が大きく感 じてしまうということがあるわけです。

従って、私がこう見ておりまして、一番手前に座っておられる方、後ろに座っ

ておられる方、私の目には同じ大きさには映っておりません。手前の方は随分大

きく映っている、後ろの方はものすごくノj さヽく映っています。ところが私は皆さ

ん同じ人間の大きさをした人達とt″て見ている。これは私が手前の人は近 くにあ

る、遠い人は遠 くにある一まあ当たり前ですが一、そういうようなことを考えに

入れまして、遠 くに映っている方も実際は遠 くにいるから小さく映っているので

あって、実際には普通の大きさをした人だというように感 じるというわけですね。

つまり、我々が目に映っている一ちょっと話が混乱 しかけていますけれども一、

我々の目に入ってくる情報というのは陵味であると、その曖昧な情報をもとにし

て実物の正 しい姿を知るためには、別のプラスαの
'情
報が必要なんですね。その

プラスαの情報、ものの大きさを知るというためには、そのものがどれくらいの

距離にあるかを知ることによってその実物の大きさを知ることができるわけです。

ですから近 くにある、遠 くにあるということを考える。ところがそのプラスαの

情報の使い方が常に正 しいとは限らないですね。我々日常生活で生活 している範

囲ではほぼそのプラスαの情報の使い方というのは正 しいわけです。つまり近 く

にあるものは実際にはかなり相対的に大きく感 じるのが正しいと、遠 くにあるも

のは相対的に対ヽ さく感 じるのが正 しいということです。

ところがこのようなポンゾ錯視のような場合、実際にはこれはそのような遠近

感のあるものではありませんて、それを感 じさせるだけのものですから、この場合

には間違って遠近感を感 じ取ってしまって、そこに誤った推論が生 じているわけ

です。従って実際には上の線分と ドの線分は同じ長さであるにもかかわらず、そ

の誤った推論ないしは類推が働 くためにその長さが違って見えるということです。

ちょっと話がわかりにくいかも女‖れないですね。もう一つの例、この例は先程

皆さんわかりやすそうでしたから、この場合でも、この紙は実際には長方形の紙

なんですが、正面から見ると長メデ形、ところが斜めから見ると台形であります。

ところが我々は何故これを長 /7‐形として知ることができるかと言うと、自分が今

斜めの角度から見ているという情報をプラスして推論するためにこれが実際には

長方形であると、本当は円には合形に映っているんですけれども長方形であると
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いうように感 じることができるわけなんですね。そういう我々の目に入ってくる

情報をプラスαして解釈するという点が一つ考えられるわけですね。そういうの

を我々は一般に視覚の特徴として考えることができるわけですけれども、その場

合に普通はわたしたちは目に入ってくる本当は台形のものを長方形に見るとか、

或いは遠 くにある時には小さく、近 くにくるとそれが大きくなるというお、うに、

大きさが日では非常に大きく変化するものを常に同じ大きさのものに感 じるとか、

そういう非常に推論を働かせてまわりの世界を正しく認識 している、知覚 してい

る、見ているというわけですねっ

ところが、正 しく矢口覚するためにプラスαのその推論をする必要があるわけで

すけれども、そのプラスαの推論が時に間違ってしまうことがある。その間違っ

てしまう場合がこういう錯視という場合なんですね。ですからこういう錯視が生

じるというのは、先程言ったように注意不足であるとか、ぼんやり見ているから

だとか或いは見方が間違っているということではなくて、まさに我々が日常生活

でものを見ているその、ものの見方をそのままこの場合に適用 してしまった、誤

って適用 してしまったというように言うことができると思います。つまり我々は

まわりの世界を、目に入ってくる情報だけでは非常に陵昧であるにもかかわらず、

そのものを正 しい姿で見ることができる。そういういい点があるわけですね。と

ころがそういうプラスαの推論をするために、場合によってはその推論が間違っ

てしまうことによって、錯視を生 じてしまうことがある。これがここで言う 「心

理学から見た表とうらJと いうことであります。つまり、我々が持っている精神

機能というもの、心の働きというものにはいい面と悪い面がありますが、これは

もう一身同体或いは表裏一体という関係にあって、錯視が生じないでまわりの世

界を正 しく日で見るということはできない。まわりの世界を目で見た
`情
報で了Eし

くとらえるためには当然錯視が生じてしまうというような、表裏一体の関係にな

るという具合に言っていいんじゃないかなと思います。これが一つ 「心理学から

見た表とうらJと いうことで我々の心の働きというものを考えたときに、心の勧

きというものがいい点悪い点を併せ持ったものだということが言えるわけなんで

すね。

2.注 意を集中することに見る表とうら

ではちょっと別の話を次にしてみることにします。次にとりあげてみたいと思
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いますのが、今視覚の例をとりあげましたけれども、今度は聴覚の場合を考えて

みます。こういう講演会などで人の話を聴 く場合、その声に注意を払っておりま

すから、話がよくわかるわけです。ところがその注意を払 うということは
一
面で

はあることに注意を集中するために他からの情報が漏れてしまうということがあ

るわけです。で、我々の普段の生活ではそういうあるものに注意を集中するとい

うことがよくあるわけなんですね。その言正拠に例えば今 日のような講演会の場合、

実際に皆さんが耳で聴かね′た講演と、それをテ
ープレコーダーでとってそれをま

たお宅に持 って帰られて聴かれた講演では全然聴こえ方が違うと思いますィ、つま

り人間の耳で聴いておりますと、その講演に注意を集中しておりますから、その

講演の内容だけが非常によく耳に入るということがあります。ところがテ
ープレ

コーダーというのはそういう注意を集中するということができませんから、特殊

なマイクを使えば別ですけれども、全ての音を拾ってしまうわけですねのですか

ら隣の人の咳払いの音であるとか、或いは隣の人の頭を騒 く音であるとか、或い

は隣の人の貧乏揺すりをする首であるとかそういうものを全部拾ってしまってお

って、肝心の講演があまりよく聞こえないということはよくあるかと思います。

つまり我々の場合、ものを聴 く、人の声を聴 くという場合、何かあるものに集中

するという、これは必要なことなんです。必要なんですけれども、注意を集中す

るためにテープレコーダーでは本当に正確に記録されている、例えば隣の人が貧

乏揺すりをしていたかどうかとか、或いは隣の人がいかに頭を掻きむしっていた

かとか、或いは隣の人がやたらに咳払いをしていたというようなことはあまり注

意を払わないために記憶にilをまっていない。そういう面がありますね。つまり我

々は、ものを聴 く場合に限らないと思いますけれども、その対象に注意を集中す

るということのために、その反面逆に全てのものを正確にとらえるということが

できなくて、非常に偏った情報を取 り入れているという場合があるんじゃないで

しょうか。これは聴 くだけではありません。見る場合にも、先程お話 しをしまし

たけれども、見る場合でも言えるかと思います。

ですから二つめの 「表とうら|と いうことでお話 しをしますと、二つめとして

は我々の精神機能としてものを見たり聴いたりする時あるものに注意を集中する

という面があるわけですね。
一面に集中する、それは非常に大事なことでありま

して、講演を聴 くとか或いはなにかを観察するとかいう時にはそういう、注意を

集中するということは非常に大事なんですけれども、反面それによって見過ごし
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たり聞き逃 したりしてしまうこともかなりある。このように我々の持っている心

の働きとしてはいい面、つまり注意を集中することによってものごとを詳 しく聴

いたり乳たりすることができるということがあるんですけれども、反面的にはそ

れによって'情報を見逃 したり聞き逃 したりしてしまうことがあるということがあ

ります。

これは実際的な問題としましては、例えば目撃者の証言というような場合に間

題があるわけなんです。つまり我々がある事件を日撃 した場合、日撃者の証言が

どのくらい信頼できるかということを考えたときに、その人が見たという以 とは

本当に見たのか、或いは見なかったと言うからには本当に見なかったのか、必ず

しもそれは信用できないわけなんですね。つまりその場にたとえ居たとしまして

も、その人が見るというのは非常に限定された選択されたものでありますから、

実際にはその人は見えてたけれども見なかったと、或いは聞こえていたけれども

聞こえなかったと言うかも知れないわけですね。そういう目撃者の証言というよ

うな場合でもこういう問題はあるわけです。ですから二つめとしてそういう選択

的な注意を向けるという面が考えられるんじゃないかなと思います。

3.忘 却に見る表とうら

:三点日、ちょっと別の例を話 してみます。今までは聴覚とか視覚とかいう面で

したけれどももう少し人間的な働きをとりあげてみますと、例えば記憶をすると

いう機能があるわけですね。ものを覚えるという働きです。皆さんの中に 「自分

はよくものを覚え過ぎて困る |と いう人はいないと思 うんですね。 「私はものを

覚え過ぎて忘れられなくて困る |と。今朝家を出たときからこの学校へ来るまで

の間、出会った人の顔を全て思い浮かべられて、どんな人にいつ出会ったとか、

自分が乗った電車の乗客がどういう人だったのかそういうことも全部思い出して

しまって困る、というような人はいないと思います。つまり大方のものは、我々

は忘れてしまうわけですねの忘却というわけですね。ところがこの忘去「が我々の

場合には意図的にはできないところに問題がありまして、実際には、自分の都合

のいいことが忘れられればいいんですけれども肝心の事を忘れてしまって、いら

ん事を思い出してしまうということもありますが、そういう忘却という現象も同

じように我々の心の働きとに′て 「表とうら」というmj‐があるんじゃかないかと思

います。つまり今 もちょっとお話 ししましたけれども、私たちがものを忘れると
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いう場合ですけれども、忘れるということにはやはりいい面があると思 うんです

ね。つまり仮に、先に私が言いましたように、自分が朝出掛けてから全て見たり

聞いたりしたこと一それは先税 も言いましたように全てではなく、厳密に言 うと

選択的に見たり聞いたりしているわけですけれども、それにしても一、自分が注

意を向けた事全て頭の中に止めて記憶 しておくとなるとこれはもう大変なことに

なります。頭の中が、いくら人間の脳が何百億という細胞があると言いましても、

すぐにパ ンクしてしまう。従って適当に情報を取捨選択 して忘却 していくという

ことによって、むしろ我々の脳に蓄えられている情報というものがより有効に活

用できるという面があるんじゃないかと思います。

或いは、ちょっと別な面になりますけれども、自分の嫌な記憶についてはこれ

はあまり留めておかないで適当に忘れてしまうというようないい面もあります。

よく我々が痛手を受けたような経験においては、時が解決すると。時間がたつと

不思議なことに忘れてしまうということが人間には多いわけですね。決 して一生

忘れないと思った事でも忘れてしまいます。これはやはりそれなりに人間にとっ

ては必要なことなんじゃないかなと思うんですね。つまり忘去「によって我々は心

の安定を保っているという面もあるかも知れません。ですから、忘去Fすることは

我々が、情報がたくさん入って来る、それを本当に取捨選択することによって頭

の中を適度な情報量に止めて、しかもそれをうまく利用できるような形にしてお

くという面 もありますし、今申し■げたように忘れることによって心の安定を得

るという面 もあるんじゃないかなと思いますね。

従いまして、 「忘れる_1というと我々はついつい 「なんで自分はこう記憶力が

悪いのか」と、 「物党えがよければ試験でももっといい点が取れたんじゃないかJ

、 「物覚えがよければもっといいことがあったんじゃないか」とこう思 うような

こともあるかも知れませんが、実際には忘れることによって我々が得る恩恵は非

常に大きいのですから我々の持っている心の働き、二番目としましては、ものを

忘れるという働きも一般的にはただ忘却する、忘れるのは困ったことだなあと思

うことが多いんですけれども、考えてみますとこれはいい面があるかも知れない

ですね。ここにも 「表とうら |が あるというように言えるかも知れないわけです。

4.第 一反抗期に見る表とうら

それでは、私は児童学科で1/b章心理学を担当しておりますので、子供のことに
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ついてもちょっと触れてみることにします。学生の皆さんには何遍も話をしてい

ることなんですけれども、児童心理学でよく典型的に取 り上げられる現象としま

しては、反抗期という現象があるわけですねr)第
一反抗期、これは有名な現象で

すっなぜ第
一反抗期が起こるか。第

一反抗期というのは大体 2～ 3歳 頃になりま

すと子供が自分の意志を通そうとする。 rこ の服を着て行きなさいJと 言えば

「嫌だJと 言 う、 「この靴を履きなさい」と言えば 「嫌だJと 言う、 「その靴を

履きなさんな」と言うと 「履きたい」と言 う、 「その服を着なさんなJと 言 うと

「着たい」と言う。こういう、ことごとく逆らうというわけですね。これを 「反

抗 Jと いって、我々は 「第
一反抗期であるJと いう具合に言っているわけです。

何故 じゃあ第
一反抗期があるのかということを考えてみますと、ここにもやはり

私は 「表とうら」というのがあるんじゃないかなと思うんです。ほとんどの人が

経験 したであろう第
一反抗期、その中にもやはり 「表とうらJと いうのがあるん

じゃないかなと思います。つまり、反抗という、 これは 「うら」というか悪い面

というのはありますね。親の言 うことを聞かないとか、いたずらをするとか、親

を困らせるとか色々あると思 うんですけれども、これは裏返 して見ますと
一或い

は表返 してかも知れませんが、逆の面を見ますと
一、何故反抗するかというと、

それは自分なりの意志、自分なりの自己主張、そういうものがそこで芽生えてき

ているという一つの現れとしてとらえることもできるでしょう。或いは、それだ

けじゃないんですね、つまり 「自分でこの服が着たい |と言 うからには自分でそ

れをやれる自信があるわけなんですね、子供 も。つまり親が 「じゃあ勝手にしな

さい」と言った時に勝手にできるだけの体の発達もあるし、自分の手先の器用さ

の発達 もある。そういう体なり運動能力の発達、或いはそれに関する自分の自信

というものもそこにあるはずなんですね。

また、ただ反抗というだけではなくて子供は反抗期になると色々いたずらしま

すけれども、何故いたずらをするかと、これは
一面から見ると 「ものごとの分別

がつかない、無分帰けだャJと 、いいことと悪い事の分別がつかないという面もある

かと思いますけれども、反面考え.てみますとこれはやはり色々なものについて、

例えば興味を持 ってきたと、好奇心を持ったというお、うにも考えられると思いま

すね。 2～ 3歳 の頃になりますと、子供はいろんなことを質問します。 「お日さ

まは何故丸いのかJ、 う
一ん、ちょっと難しい問題ですが、聞かれたら困ってし

まいますが、 「何故丸いのか J.或 いは 「おとうさんは何故朝になると会社に行

―
―
―
―
―
Ｉ
Ｌ
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くのか |、 う一ん、ちょっと難 しい問題ですが、聞かれます。或いは 「何故人間

は夜になると眠るのか」、ちょっと囚りますけれども、質問しますね。これを質

問期或いは質問魔というような言い方 もありますけれども、3歳 になるといろん

なことに興味を持ってくるという面があるというわけです。

というようにつらつら考えてみますと、第
一反抗期といいましても、反抗とい

うのはあくまでも親から見て反抗、手に負えないということでありまして、実際

には子供の側から見ましたら、これは自分の意志ができてきた、或いは自己主張

ができてきた、或いは体が発達 してきた、運動ができるようになった、いろんな

ことに自信が持てるようになった、いろんなものに興味を持つようになったとい

う、色々な子供の面の成長発達というのもやはり、 「表Jか 「うらJか わかりま

せんけど、あると思うんです。従って反抗期という現象を考えてみましても、そ

こにはやはり 「表とうらJと いうことで言いますと、いい面悪い面両方あるんじ

ゃないかなというように考えることもできるかと思います。

5_第 二反抗期に見る表とうら

反抗期についてはまた第二反抗期についても同じようなことが言えるわけです。

第二反抗期というのは、思春期いわゆる中学生高校生時代になってきまして、や

はり同じように周囲の大人に対 して反抗するというようなことを指 しているわけ

ですが、この場合でも、ちょっと第一反抗期とは違 うと思 うんですけれども、同

じようなとらえ方ができるかと思います。これを親の立場、教師の立場から見ま

すと、今までは 「世の中そうしたもんだJと 、 「学校は行かなくちゃいけないも

のだ Jと 、 1学 生は勉強するものだJと 、 「―子供だからそんなことしちゃいけな

いんだ」と言っておれば、それである程度子供は納得 していたにもかかわらず、

中学生高校生 ぐらいになると 「何故そういう世の中のきまりができたのか、誰が

作ったんだJと 、或いは 「学生は勉強するものだと言 うが何故学生は勉強 しなく

ちゃいけないのかJ、 「なんのために勉強するんだJと いうことを聞いたりする。

或いは 「子供だからそんなことしちゃいけないJと か、 「子供だからこうしなさ

いJと 言うと、 「何故子供はしちゃいけないのか、何故大人はいいのかJと 、こ

ういうことをとことん問い詰めると言いますか、そういうことがあると思 うんで

す。それはまだ問い詰めるぐらいでしたらよろしいですけれども、それが親の方

がうまく対応 しなければ、家出をしてみたりとか、或いは無断で外泊 してみたり
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とか、学校をやめてしまったりとか、様々なこういった現象があるかと思います

が、これも、 「何かうちの子は悪 くなった」 「悪い考えを持つようになった」

「困ったもんだJと いうようなとらえ方ももちろんあるわけですね。が、やはり

これも裏返 して考えてみる必要があると思 うんですね。裏返して考えてみますと、

「世の中そうしたもんだ」と言って、 「ああそうですか」と、 「世の中そうした

もんですか」と言って答えるのは考えようによつては非常にこれはよくない面も

あるんじゃないでしょうか。それでは人類の進歩はないんじゃないかと思うんで

すね。つまり 「世の中こうしたもんだJと 「いや、しかしやはり世の中はそうし

たもんかも知れないけれども、こうなくちゃいけないじゃないか」というある理

想に燃えるというようなものはやはり必要 じゃないかと思いますし、或いは 「学

生だから勉強 しなくちゃいけないJ、 それに従って素直に勉強していればいいよ

うにも思いますけれども、
一面、そういう強制がなくなった場合、つまり学生だ

から勉強するんですが、学生でなくなったら勉強しないというような、非常に自

主性がないというような面もあると思 うんですね。

つまりそれだけ第二反抗期というようにして、世の中何故そうしたものなのか、

何故学生は勉強 しなくちゃいけないのか、何故子供はそういうことをしちゃいけ

ないのかというようなことを聞かれてくると何か困ったように思いますが、実際

には子供がより世の中のことを見た,り、より深 く考えたりするようになる、或い

は自分が勉強 していることの意味について深 く考えると、或いは子供だからして

はいけないという社会の仕ネ且みについて考えるというような、
一面では非常に深

いものの考え方なり見方そういうものができるようになったという現れとしても

とらえることができるんじゃないかと思 うんです。これは第二反抗期ということ

で考えた場合ですが、従ってここにもやはり 「表とうら」がある、反抗期にも 「表

とうら」があるというように言 うことができるんじゃないかと思います。

6.性 格に見る表とうら

また別の例を話 してみますと、今度は人間の性格について見てみます。皆さん

もいろんな性格を持たれておって、 「自分の性格が嫌だなあ」とか或いは 「自分

の性格をこう変えたい |と か色々考えておられる方もあると思うんですが、人間

の性格についても同じような考え方ができると思います。

一般的に心理学では大きく言いますと、人間の性格は二次元で分類するという

- 16 -一



のが一番簡単なとらえ方です。つまリーつの次元は性格が外向的か内向的かとい

うとらえ方です。これが一つの次元なんですね。内向的な人、外向的な人、一般

的には外向的な人が好まれるんじゃないでしょうか。ところが外向的な人という

のは文字通り外に向く、外というのはどこかと言うと自分の外に向くということ

なんですね。つまり自分の考えとか興味が自分の外に向いてしまう、外に向いて

しまうと内が留守になる。つまり全く極端に言えば自己反省、自己内省が全く無

いわけですね。全然そういうものが無い。つまり常に周りの世界に興味関,いを持

っていて、自分のことを深く考えたり、自分の生き方について考えるということ

があまりないっところが内向的な場合ですと、なにか人付き合いが下手だという

ようなことで一般的には内向的というのは好ましくないとされるかも知れません

けれども、これは内に向くというわけですから、自分の目或いは自分の考えが内

に向く、自分の生き方について考える、或いは自分のした行動について振り返る、

自分の様々なことについて思いを巡らす。これは悪いことじゃないと思います。

考えてみますと、我々のまわりの世界というものと、我々の内面世界というもの

を考えた時に、どっちか豊かか、とっちが広いかというと一概に比べられません

ね。つまり我々が知るまわりの世界というのはせいぜい我々が経験 している範囲

内です。ところが我々が一巳自分の内に目を向けますと、そこに広がっている世

界というのは考えようによっては無限かも知れないですよね。つまり自分の生ま

れる前のことから自分が死んだ後のことまでずっと考えることもできるかも知れ

ません。従いまして、性格が内向的だ外向的だ、外向的な人はよろしいと、内向

的な人は性格を変えなくちゃいけない、というようなことは、これはあるなにか

の例えば職業についてその職業の適性ということはあるでしょうが、人間として

どうあるべきかということになれば尼ヽずしもそうは言えない。内向といえばもち

ろん悪い面もあるかも知れません。しかし内向的なことによっていい面もあるで

しようの外向的も同じことですねのですからここにも 「表とうら」があると思い

ます。

或いはもう一つの例、つまり人間の性格は二つの次元で大きく言うと単純には

とらえられると言いましたね、一つの次元は内向 ・外向というもので、もう一つ

の次元はなにかと言いますと、
r庸
緒が安定しているか不安定であるかということ

なんですね。よく情緒不安定、 「私は情緒不安定だJと 言う人がいます。 「なん

とか情緒安定したいものだ |と こういうように言われる方があるように思います
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が、情緒が不安定というのは確かに周りの人間もかないませんよ、そういう人と

付き合ってて一激 しいわけですからね
一、どうなってんのかと思う。さっきまで

機嬢がよかったのに急に機廉が悪 くなる、 「これはどうしたことなんだろう、何

か悪いことでも言ったんだろうか すと非常に気を遣いますし、本人も対人関係で

損をすることが多いと思うんです。が、情緒不安定というのは、
一面的に見ると

そういう悪い面がありますけれども、別の面つまり裏を見ますと何故不安定かと

言えば、不安定だから不安定というだけじゃなくて、よく言えばそれはいろんな

ものに対 して敏感であるということじゃないかと思 うんですね。つまりまわりで

何が起ころうと決 して動 じないというのは安定 しているというわけですが、動 じ

ないというのは結局鈍いということなんですね、全然周囲のものに影響されない

ということですから。これでは人間は変わりようがありません。周囲のものに影

響されて人間は変わっていく。ところが不安定といいますとそれだけよく言えば

まわりの刺激に対 して敏感である。敏感であるということは必ずしも悪いことで

はないわけです。ただ、過度に敏感、過敏ということになりますと、多少問題が

あるかも知れませんけれども、適度の敏感というのは必要 じゃないかと思います

ねて)で すから性格検査などやりまに′て、極端に情緒安定と出た場合、これはちょ

っと考えてみる必要があるんじゃないでしょうかね。自分は何かそういう敏感さ

が足りないんじゃないかという面があるかも知れません。いいんですよ、いいん

ですけれども、悪いだけを言っちゃだめで、 「表とうらJが あるわけですから、

情緒安定にももちろんいい面があります。付き合う人は非常に安心 して付き合え

ますから。或いは非常に信頼 して任せられるという面もあるかも知れませんが、

反面では悪い面もあるかも知れません。

7,対 人関係に見る表とう ら

と言って話をしているととめどもなくきりがないわけでして、そろそろ打ち止

めにして話を終わりにするようにしないといけないと思 うんですが、準備 して来

たのでもう一つだけお話 しさせてください。

それは対人関係ということなんであります。対人関係においてはいろんな問題

があるかと思 うんですが、一つはこういう問題があると思うんですね。それは人

と何か議論を戦わす場合です。自分の方が間違いなく正 しいにもかかわらず、常

に自分は受け入れられないという、不遇であるというようなことがあると思うん
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です。つまり世の中常に正しいものが通るとは限らないということは経験_上皆さ

んも納得されるんじゃないかと思います。逆に徹底的に自分が正しいということ

を主張 して相手をこっぱみじんにやっつけてしまうと、それ以後相手が自分に心

から服従するかというとこれは逆ですよね。つまり我々が対人関係において議論

をするという場合、物事の正 しさということだけではとおらない面があるという

ことは言えるんじゃないか、つまりここにはもうひとつ別の次元が考えられるわ

けですね。つまり徹底的に相手をやっつけてしまいますと、論理の正しさでは通

していくわけですけれども、それによって失うものがある。つまり相手の面子を

丸漬れにさせるということなわけです。それによって相手からはそれに見合った

仕返 しがくるというような面があるんじゃないかと思いますっですから対人関係

においても 「表とうらJと いうのは、常に正しいことを通せばそれで対人関係が

うまくいくということにはならない。心理学から見たらですよ。なんか日和見の

ようなことを言っているようでちょっとお叱りを受けるかも知れませんけれども、

心理学から見たら、正 しいことを常に通せば常に世の中が自分の思 うとおりいく

とは限らない。つまり正 しいことを通すということは
一・面です。ところが逆に正

しいことを通 していけば通 していくほど相手に対 しては、その人の例えば面子を

潰すとか、相手のプライ ドを傷つけるとか或いは相手の自分に対する好意を失っ

ていることになるかも知れないわけですね。ですからそういう正 しいことを通す

という面、それと相手からの信頼、好意、或いは相手のプライ ドなり自尊′いなり

というこれもやっぱり 「表とうら」ということが言えるんではないかと思います。

いい面ばっかりじゃないわけですね。

つまり対人関係においても正しいことを通すということと対人関係をうまくや

るということ、これもやはり 「表とうら」の関係があるんじゃないかなと思いま

すし、対人関係についてもう一つだけ言わせていただくとすれば、人についてあ

の人はこういう人だという判断をするという時に同じようなことがあると思うん

です。我々が非常に無心に相手の人柄を判断 しようとしましたら、これは極めて

難 しいわけなんですね。つまり人というのは自分すら分からない。何故自分は今

日は機廉が悪いのかも分からない時もあります。何故かしらん自分は今 日は機嫌

がいいという時もあります。自分すら分からない原因で気分がよくなったり悪く

なったりするわけですね.或 いはある人に機嫌よくおはようございますと言った

り、ある時には言われても全然知らん顔をして通ったりすることがある。そうい
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う、人間というのは非常に多面的である。従いまして、それを
一々 「あの人は今

朝は挨拶をした、非常に礼儀正しい人だJと 思っておって、別の日には挨拶 しな

い、 「無千しな奴だ |と思 っておったのではその人についてのイメ
ージは全くつく

れません。Aさ んというのはどういう人だということがわかりません。そこで我

々は多くの場合はあの人はこういう人だということを決めてしまうんです。 「あ

の人は無礼な人だ」、何故無子tどな人だと決まってしまうのかは分かりません、い

ろんな理由があるかも知れませんが、あの人は無礼な人だと決めつけてしまう面

がありますね。そしたらその人が挨拶をしてくれたらどうなるかというと 「何か

下心があるに違いない」と、こう思 うんですね。仮に 「あの人はネL儀正 しい人だJ

と思えばその人に 「おはようございますJと 挨拶をして挨拶が返ってこないと 「何

か心配事があるに違いない |そ ういう具合に考えるということがあると思います。

つまり対人関係で相手の人柄について判断する場合、我々はおそらく何かの理由、

何かのきっかけであるイメージを作 り上げてしまいますが、いったん作 り上げて

しまったイメージというのはなかなか変わりにくいという面があると思 うんです

よっですから第一印象というのは大事な面があると思 うんですが、そういう面が

あります。で、 「それは何か、どうなってんだ」と、 「人間は非常に柔軟性がな

いなJと 、確かにそうなんですね。自分があの人は無礼だと考えておったって、

実際にその人が無礼かどうか分からないんですし、その人が挨拶をしてくれたら

下心があってしたわけではないかも知れないんですね。ところが、我々は相手に

対してイメージを固定 しがちである。これは非常にまずい点があるんです。それ

が進めば偏見或いは差別そういう面に進んでいくということはあるわけなんです

ねて,つ まり今は非常に具体的な個別の例を言いましたけれども、例えば 「ああい

う職業の人はああいう人だ Jと 、或いは 「あの国の人はああいう人だ」と、 「あ

の人種の人はああいう人だ |と これは全 く同じなんですね。そしてその仮に自分

が持っている先人観というものを覆すような人に出会っても 「おそらくその人は

特殊な人だ」とか 「何か F心 があるに違いないJ、 そういう理屈をつけて自分の

考えに固執 していくという面を人間は持っていると思 うんです。これはですから

人間の持 っている対人関係における硬さということでとらえることができると思

うんですが、一面考えてみますとそれによって我々得る面もある一というと、差

別や偏見を助長 しているような言い方をしているように思われると困るんで、誤

解のないようにお願いしたいんですが一、心理学からみた場合、我々がごく普通
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に付き合う場合でしたら、それでまず間違いない面が多いわけですよね。しかも

それによって我々はその人との付き合い方も、個人的に付き合う場合には大体同

じ付き合い方で安定 した人間関係を保てますから、非常に安定 した対人関係を保

つという意味ではそういう面もあると思います。ただ、それがその人の責任には

当たらないような職業とか人種とか国籍とかそういうもので決めつけることは許

すことはできないと思いますっ個人的な付き合いをする場合においては、ある程

度我々はその人がどういう人だと決めつけていかないと、その人と付き合ってい

くということはなかなか難 しい面があると思います。

従いまして、ここにも 「表とうらJが あると、つまり対人関係においても、
一

つは正 しさをとおすという面、それから相手との人間関係という面、それから今

度は相手に対するイメージ、相手に対するとらえ方ですね、これを変えないとい

う面、それによって安定 した人間関係を保てるというやはり 「表とうらJと いう

ものがあるんではないかなと思います。

8.心 の働きに見る表とうら

色々お話 しをしてきたわけですが、まとめて言いますと結局、ここの題にあり

ますが、心理学的に見ました時に我々が持っている心の働き一全部は何を挙げた

か忘れてしまったようですけれども一、例えばものを見るという面、或いは注意

を向けるという面、或いは記憶 ・志却という面、或いは子供の反抗という面、或

いは性格という面、或いは対人関係という面、あらゆる面をとおして我々が示 し

ている心の働きというものには常に 「表とうらJと いう両面があるということを

忘れてはいけないんじゃないかなと思います。これを忘れるとつい人間を一面的

にとらえてしまって子供に接する時でも友人に接する時でも、或いは我々でした

ら学/t_に接する時でもついつい間違ってしまったり誤解をしてしまったりという

面があるんではないかと思うんです。従って人間の 「表とうら」というのはそう

いう面ではやはり大事なことじゃないかなと思って、私 も常々他の方の 「表とう

らJ一 つまりここで言っているのは本音と建前ということではないわけなんです、

そういう 「表とうら|も ありますけれども一、今お話 ししたような意味での 1表

とうらJと いうことを考えようとしているわけです。
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l V . 心理 学 か ら 見 た 人 閣 の 表 と う ら

1.人 間の尊厳としての考えるということ

では最後にここで 十心理学から見た人間の表とうら」という 「人間の」という

ことについて最後に簡単に触れてみたいと思います。もちろん今お話ししたこと

も 「人間の_|ということではあるんですが、もう少 し人間らしさの 「表とうらJ

ということで最後にちょっとお話 しするつもりにしていたんですが、プリントを

ご覧ください (資料 1参 照)。

i建弄百丁
~~~~~― ―

L_
サミュエル ・ジョンソンの言葉 (出典 :「 日本人の英語J 岩 波新書 p107)

ですが、これだけ読んだんでは何のことかほとんど分からないんですけれども、

これを私なりに解釈 したらこうなるということをちょっとお話 ししたいと思いま

すの 「われわれを感覚という稲から解き放つもの」こそ、われわれの 「考える存

在としての人間の尊厳を高めてくれるJと いうのはどういうことかということな

んですが、それはですね、私なりに:考えますとこういうことになるわけなんです

ね。つまり我々感覚と言いますと、日とか耳で見たり聞いたりすると、これは感

覚の世界です。ところが我々人間らしさを持っている人間らしさの所以というの

は、まわりの世界を見たり聞いたりする能力にあるとは言えないわけですね。む

しろ我々人間らしさの所以というのは別のところにある。つまりそれがそこで言

う 「考える存在J或 いは 十人間は考える釜である」といった言葉もありますよう

に、 「考えるJと いうところに人間らしさというものがあるんじゃないかなと思

うんです。 「考える」というときに、じゃ動物は考えないかと言 うと考えるかも

知れませんけれども考えないことが多いんじゃないでしょうかね一ちょっと舌L暴

ヽヽ「hatever、vithdra、vs us froHl the poM′er Of Our sensesi

、vhatever makes the past, the distant, or the future

predolllinate over the present,advances us in the digllity

of thinking beings.
― Samuel JOhnSon

われわれを感覚とい う斑から解 き放つもの,わ れわれをし

て現在よりも遠い過去や未来に重 きを置かしめるもの,そ

れはなんであれ,考 える存在 としての人間の尊厳を高めて

くれる.
― サ ミュエル ・/ ョ ンソ ン
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にも切って捨てましたけれども
一。

2.考 えることの発達過程に見る表とうら

では考えるというのはどういうことかと、人間の場合生まれたての赤ん坊とい

うのは考えているか考えていないか、これはほとんど考えていないわけなんです

ね。その証拠にものを見せてやれば手を伸ばします。隠してしまうと全然興味を

示 しませんの考えてないわけなんですね。これが少し子供が大きくなりますと興

味があるものを見せてやれば、手を伸ばします。隠してやると 「くれ Jと 言 って、

その後ろにあるだろうと言って欲 しがります。頭で考えているわけですね。つま

り化まれたての赤ん坊というのはほとんどものを考えていません。せいぜいある

のは感覚の世界です。見′たり聞いたりという世界。ですから赤ん坊に与えるおも

ちゃとしてはやはり、パズルとか与えてもしょうがないわけなんですね。与える

とすればきれいな模様のついたおもちゃとか、或いはいい音が出るオルゴールと

かそういう感覚に訴えるものが好ましいわけです。ところが人間は生後 1年 2年

過ぎてきますと段々頭の中で考えるようになる。これがここで言 う 「考えるJと

いうことの始まりであると思 うんですね。

生後 2～ 3年 しますと子供は考えるようになります。考えるようになりますか

ら、例えば 「お正月がくると楽 に′みだなあ |と考えるようになります。或いは

「今度の誕生回には何を買ってもらおうかな |と考えるようになります。夢とか

希望を持つようになるわけですね。逆にお化けの話なんか聞かされますと見もし

ないお化けを怖がったりします。或いは昼間怖い目に会ったりしますとそのこと

を夜思い出して
一人で眠れなくなったりします。やっばり考えているんですね。

つまり人間の子供が大体 2～ 3歳 になると考えるようになる。これがここでジョ

ンソンの言う 「考える存在としての人間の尊厳を高め」るものではないかと思 う

んです。そうすることによって子供はこれから先のお正月のことを楽 しみに待つ

ということもありますし、昼間出会った怖い日を思い出す、過去のことも思い出

します。そういうことで子供の頭の中に次第に感覚の世界ではない、つまりさっ

き言った外向的な世界ではない内向的な世界が現れてくると言っていいと思 うん

です。その世界というのは我々が例え感覚を一切失ってもまだ残っている世界、

所謂精神世界と言ってもいいと思 うんですけれども、そういう精神世界というも

のがあると思 うんですね。これこそ 「人間の尊厳Jで あるということが言えるん
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じゃないでしょうか。つまり我々一切感覚というものを遮断されても精神世界と

いうものを持っている。それによって我々は言語を持つこともできますし、様々

な文化を創り出して行 くこともできるわけですから、そういう平たく言えば考え

る、或いは難 しく言いますとシンボルとか象徴とか或いは概念という言葉 もある

かも知れませんけれども、そういうものを持つということが人間らしさをつくっ

ていく所以だと思 うんですが、私最後に申し上げたいのはそこにも 「表とうら」

があるということなんです。

つまり人間というものは成長発達 していって人間らしさの尊厳を持つようにな

る、つまり頭の中で考えるようになるがゆえに苦しみも始まるという一ちょっと

宗教家みたいな話になりますけれども、生は苦しみであるという話になるかも知

れませんけれども一、そういう面があるんじゃないかと思 うんです。つまり、我

々頭の中で考えませんとこれから先のことについて不安に思ったり、失敗 してし

まった過去のことをくよくよ考えることもありません。非常にその場その場の利

那的な世界に住むことができます。また頭の中で考えるということになりますと、

色々論理的に考えるということで矛盾というものを非常に気にするようになりま

す、もうノ! 学ヽ生 くらいになりますと。ただ、矛盾というものを考えてみますと非

常に厄介なものなんですね。つまり世の中矛盾に満ちておると言うと言い過ぎか

もしれませんけど、矛盾というものはそこら中にあるわけですね。ひょっとした

ら今日私がお話 ししたことの中にも矛盾があるかも知れません。矛盾というもの

はそこら中にある。その矛盾に敏感になる、つまり論理的に頭のなかでAと いう

こととBと いうことの論理関係を云々するというそういう論理的な思考、これが

児童期にだんだん生まれてくるわけですけれども、それによってもちろん様々な

学習をしたりとか知識とか様々なことを獲得できるわけですけれども、反面それ

によってますます悩みは深まるわけですね。つまり自分が言ったこととしている

ことの矛盾に悩むとか、_EEいは家庭内での様々な人間関係の乳擦に悩むとかそう

いう様々な矛盾というものに苦 しめられてくるという面もまたあるかも知れない。

従いまして、2～ 3歳 くらいになってくるといろいろ頭の中で考えるようにな

る、これは非常に素晴らしいことで我々の精神世界が広がっていくという素晴ら

しい面があるんですけれども、そのことによって人間は不安も感 じるようになり、

悔やんだり時には恨みつらみも抱 くようになるかも知れない。また小学生時代 く

らいになりますと、頭の中で色々考えを思い巡 らす時に矛盾つまり論理的な筋道
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が立っているかどうか、つじつまがあっているかどうかということも考えるよう

になるわけですが、それはヲト常に大事なことでそれができなければ学校教育でや

っていることのほとんどは理解することができないので、そのことは大変大事な

ことなんですけれども、それによってまたその思考の向かっていくところにより

ますと、悩んだり苦しんだりということも生まれてくるんじゃないかと思います。

そしてさらに中学生高校生といわゆる青年期になってきますと、その考える世界

が、小学生の論理性、つじつまが合うということを重視する以上に、今度は抽象

性というものを帯びてくるわけですね。そうしますと一第二反抗期のところでも

少しお話ししんたんですけれども一、それまでの現実というものを安易に受け人

れて肯定 してしまっていた状態から、理想とか或いはそれを基にした現実批判と

かいうものが生 じることによって、反面極めて人間の悩みを深 くしていくと言わ

ざるを得ないんじゃないかと思います。つまりその頃になりますと、自分という

ものの存在について考えるようになり、 「一体自分というものはどういう意味が

あるんだ Jと 、 「生きていると言うのはどういう意味があるんだろうか」、或い

は i現実の自分と人間としてあるべき姿というのがあまりにも違うJと いう自己

嫌悪なリー自己否定にまでつながるかどうかわかりませんが一、そういうものも

あると思います。

3,人 間の尊厳に見る表とうら

従いまして、いよいよ時間もなくなりましたんで、最後 「心理学から見た人間

の表とうらJと いうことになりますと、私は専P,が児童心理学ですから、そうい

う人間の成長発達という面から見ますと、人間の成長発達というのはまさにこの

「表とうら」というものを併せ持って進んでいくと言っていいと思います。特に

それが人間の尊厳であるところの 「考えるJと いう面において 「表とうら」とい

うのは非常に顕著に現れておる。頭の中で考えるようになるがゆえに不安とか悔

しいということを持つようになる。そういう感情が芽生えてくる。頭の中でつじ

つまを合わせて考えようとするがゆえにいろんな学習をすることができるわけで

すけれども、そういう矛盾というものに苦しむ。そしてさらに中学生高校生くら

いになると、その考えるという世界がさらに抽象的な世界に広がるわけで、それ

によって我々は非常に難 しい、学生の皆さんが大学で習っておられるような難 し

い学問体系をも学習することができるわけですけれども、反面それによってます
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ます悩み苦 しむということになるかも知れないというようなことですぃつまり人

間というものはそもそもその発達そのものが 「表とうらJ、 矛盾に満ちたものだ

というようにとらえることができるんじゃないかと和、は思うんです。そういう日

で見ていただくというのが次の二つの資料なんですね(資料 2参 照)。

(資料 2)

真 美 人 草

問
題
は
無
数
に
あ
る
。
粟
か
米
か
、
こ
れ
は
喜
劇
で
あ
る
。
工
か
商
か
、
こ
れ
も
喜
劇
で
あ
る
。
あ
の
女
か
こ

の
女
か
、
こ
れ
も
喜
劇
で
あ
る
。
綴

懺
か
襦
診
か
ヽ
こ
れ
も
喜
劇
で
あ
る
。
英
語
か
独
乙
語
か
、
こ
れ
も
喜
劇
で

あ
る
。
凡
て
が
喜
劇
で
あ
る
。
最
後
に

一
つ
の
問
題
が
残
る
。
―
―
生
か
死
か
。
こ
れ
が
悲
劇
で
あ
る
。

十
年
は
三
千
六
百
日
で
あ
る
。
普
通
の
人
が
朝
か
ら
晩
に
至
っ
て
身
心
を
労
す
る
問
題
は
皆
喜
劇
で
あ
る
。
三

千
六
百
日
を
通
し
て
喜
劇
を
演
ず
る
も
の
は
遂
に
悲
劇
を
忘
れ
る
。
如
何
に
し
て
生
を
解
釈
せ
ん
か
の
問
題
に
煩

悶
し
て
、
死
の

一
字
を
念
頭
に
置
か
な
く
な
る
。
こ
の
生
と
あ
の
生
と
の
取
捨
に
忙
が
し
き
が
敵
に
生
と
死
と
の

最
大
問
題
を
閑
却
す
る
。

現
実
。
そ
れ
は

「哀
し
み
」
の
異
名
、
で
あ
る
。
空
想
の
中
で
だ
け
、
人
々
は
幸
福
と

一
し
よ
だ
。

私
は
現
実
の
中
で
も
幸
福
だ
、
と
い
ふ
人
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
さ
う
い
よ
人
は
何
処
か
で
、
思

ひ
違
ひ
を
し
て
ゐ
る
。
（中
略
）
正
確
に
、
現
実
の
中
だ
け
で
幸
福
だ
、
と
言
ふ
人
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

遠
い
祖
先
の
猿
か
ら
、
あ
ま
り
進
歩
し
て
ゐ
な
い
人
で
あ
る
。
（森
茉
莉

『贅
澤
貧
乏
じ

善
人
な
を
も
ち
て
往

生
を
と
ぐ
、

い
は
ん
や
悪
人
を
や
。

＊
親
鷺

『歎
異
抄
』
（鎌
倉
時
代
後
期
）

自
分
の
力
で
往
生
成
仏
す
る
た
め
の
目
的
に
よ
り
善
を
行
う
人
は
、

も
っ
ぱ
ら
弥
陀
あ
の
本
願
で
あ
る
他
力
を
た
の
む
心
が
欠
け
て
い
る
か

らヽ
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
善
人
よ
り
も
悪
人
の
方
が
救
わ
れ
る
、
の
意
。
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つまり親鷺の言葉 (出典 :「 日本名言名句の辞典 1 小 学館 p506)で は善人

と悪人というもの、森茉莉の言葉 (出典 :「書斎の王様」 岩波新書 p61)で は

現実と々想というもの、夏日漱石の言葉 (‖1典 :「度美人草 1 新 潮文庫 p357)

では喜劇と悲劇というものがあるというように見ますと、いずれも、 「むしろ善

人として自分の偽善に気が付かない方が幸せなんじゃないかJと か、或いは 「現

実というものだけ考えて、空想するということによって苦 しみを持たない方がい

いんじゃないかJと か、或いは喜劇ということで 「現実の中でいかに打算的に生

きていくかということを考えるだけでいいんじゃないかJと 考えてしまいがちで

すけれども、人間はそうはいかないというのが、 「表とうら」ということで言え

ることじゃないかなと思いますぃ

あと、次の資料ではさらに、中国新聞の記事 「だれが本当に悪いのかJと 、広

島女子大学、本学で出しております 「学報 Jに かなり前に出された学生相談室
の

一丸先生の 「『悩むこと』と 『成熟』_|を載せております (次夏資料 3_4参 照)。

今お話 ししたことを踏まえ_て読んでいただければありがたいと思います。

お わ  り  に

ちょっと今 日は最初、話すことには慣れているつもりだったんですけれども、

大変緊張 しておりまして、やっと調子が出た頃に終わりになるという残念な気持

ちで、時間が許せばもう2時 間ぐらい喋りたいような気がするんですが、そうい

うわけにはいきませんので、今日は土曜日の午後にもかかわらず熱心にご聴講い

ただきましてありがとうございました。また附属図書館館長の今石先生をはじめ

附属図書館委員会の先生方、附属図書館の職員の皆様には、このような機会を与

えていただきまして本当にありがとうございました。大変不十分なものでござい

ましたけれども、これで終わらせていただきます。

どうもありがとうございました。
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